
船舶事故等調査報告書 

平成２４年１１月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２長第５７号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２４年５月２日 １１時３０分ごろ 

発生場所 長崎県平戸市宝亀浦
ほ う き う ら

沿岸の浅所 

 平戸市所在の平戸川内
か わ ち

港沖防波堤灯台から真方位２０２°３,６０

０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°１７.７′ 東経１２９°３０.４′） 

事故等調査の経過  平成２４年７月３０日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 第三和晃
わ こ う

丸、４９９トン 

 １３４５６４、中村海運有限会社 

 乗組員等に関する情報 船長、四級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 左舷船尾部船底に擦過傷並びに推進器翼端に曲損及び欠損 

 事故等の経過  本船は、船長ほか４人が乗り組み、管理土約１,４５０ｔを積載

し、船首約３.２ｍ、船尾約４.５ｍの喫水で宝亀浦の湾の東方沖から

約３～４ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で西南西進し

て同湾内に入ったところ、船長が、船首方に数隻の漁船を認め、汽笛

を吹鳴したが、漁船が移動しなかったので、約１.５kn に減速し、北

東風を受け、漁船を避けながら同湾北部の着岸予定場所に向けて北北

西進中、平成２４年５月２日１１時３０分ごろ左舷船尾部船底が宝亀

浦沿岸の浅所に乗り揚げて擦過した。 

 本船は、機関を停止して船内外を調査したが、浸水等の異常がなか

ったので、そのまま着岸して荷役を行い、その後も航海を続け、６月

３日に検査のため上架したとき、損傷が発見された。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 北東、風速 約６～８m/s 

海象：潮汐 低潮時 

 その他の事項 

 

 船長は、宝亀浦に過去６回入港した経験があり、最近では平成２４

年４月にも入港しており、宝亀浦の湾内の状況はよく承知していた。

 船長は、本事故当時、漁船との衝突を回避するため、過去に入港し

たときより低速力及び陸岸に接近した進路で航行していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は、宝亀浦の湾内において着岸予定場所に向けて北北西進中、



船長が、漁船との衝突を回避しようとし、ふだんに比べて低速力で陸

岸に接近した進路により航行したことから、北東風により左舷方へ圧

流されて沿岸の浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、宝亀浦の湾内において北北西進中、低速力で陸

岸に接近した進路により航行したため、北東風に圧流されて沿岸の浅

所に乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・狭い海域を航行するときは、風の影響を考慮した速力及び進路と

すること。 

 




